
長崎から横浜へ・横浜中華街の変貌：
広東系老華僑から福建系新華僑へ

早稲田大学 陳天璽

はじめに

日本と中国の人の移動と定住は古くから連綿と続いている。華僑華人の日本へ
の移住は16世紀にさかのぼることができる。鄭成功の父で華商である鄭芝龍は長
崎の平戸を拠点に貿易をしていたという記録が残っている1。鄭成功は、福建省
南安出身の父・鄭芝龍と長崎平戸川内出身の母・田川マツとの間に1624年7月14
日平戸で生まれた。その後、鄭成功、そして母・マツも福建と長崎を行き来して
したそうだ。鄭一家は、中国と日本を移動・定住した早期の華僑華人の一例とい
えるだろう。
華僑華人は「移動の民」であり、移動先で同郷の人々と集住しコミュニティを

形成した。長崎、神戸、横浜など、日本の港町には古くから中華街がある。華僑
華人が暮らし働く空間として生成した中華街は、いまでは観光地として名を馳せ
ている2。美味しい中華料理が食べられ、異国情緒あふれる街の雰囲気は、日本
人にとっては「身近な外国」と捉えられている。長崎新地中華街は、日本でも最
も古い中国人コミュニティとして知られている。もともとは地元の華僑華人たち
が中国の旧正月（春節）を祝っていたランタンフェスティバルが、1994年に規模
を拡大してから、長崎の冬の一大風物詩として全国的に知られるようになった。
今では、街中に飾られる幻想的な1万5000個の燈篭が、100万人を超える観光客
を魅了している3。一方、横浜中華街に関して言えば、年間2千万を超える人が
訪れ、観光シーズンになると「行きたいところのトップ3」に挙げられ、ディズ
ニーランドと並ぶ人気な「テーマパーク」と化している。
しかし、中華街を単なる「身近な異国」や「中華料理のテーマパーク」として

ただ消費して帰ってしまうだけでは少々心もとない。なぜ日本に中華街があるの

1 長崎平戸にある鄭成功記念館より。（http://www.hirado-net.com/teiseikou/about.php 最終
アクセス2017年12月27日）
2 西川武臣・伊藤泉美『開国日本と横浜中華街』大修館書店、2002。王維『素顔の中華街』洋
泉社、2003。
3 長崎公式観光サイトの案内を参考（https://www.at-nagasaki.jp/festival/lantern/ 最終アク
セス2017年12月18日）。
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か？そして、中華街にはなぜ料理店が多いのか？なぜ、観光地化が進んでいるの
か？街を歩きながら少し想像を巡らせると、中国社会と日本社会との深いかかわ
りに起因していることが分かる。街に暮らす人々と触れ合い、歴史をたどってみ
ると、さまざまな姿をした中華街がみえてくる。また、それは日本の素顔をみる
ことにも帰結する。
本論では、横浜中華街を中心に、その成り立ちと変遷を長崎とのゆかりを交え

ながら見てゆきたい。なかでも、華僑華人の移動と定住、そして居留地が形成さ
れるなか、横浜は長崎と違ってなぜ福建系が少なく広東系が多く定住したのか。
また横浜はなぜ広東系老華僑が多かった街から近年は福建系新華僑が増えている
のだろうか。横浜中華街マップを収集し20年程のマップの比較を通して見えてき
た街の変遷、そして近年活躍する新華僑に関するインタビューから、以上の問い
を明らかにしてゆきたい。

1．華僑華人の移動と定住

1．1 華僑華人の用語と人口
まず、はじめに、華僑華人の用語について簡単に整理しておきたい。日本で中

国系移民を表わす際にしばしば華僑という言葉が使われるが、「僑」は仮住まい
という意味を有している。よって、華僑とは中国系移民で、依然として中華人民
共和国または中華民国（台湾）の国籍を有しながら海外に定住（仮住まい）して
いる人を指す。一方、「華人」とは、居住国の国籍など中国・台湾以外の国籍を
取得した中国系移民を指している4。のちに触れるが移住時期の古い中国系移民
を「老華僑」と呼び、一方、新しく移住した中国系移民を「新華僑」と呼んで区
別することがある。これについては、すでに居住国の国籍を有していても華僑と
いう用語を使用することが通例であり、「老華人」「新華人」と呼ぶことはない。
しかも、誰がすでに帰化し、どの国籍を有しているのかを識別するのは容易なこ
とではない。近年、中国系移民研究では、華僑、華人と区別せず、むしろ広く「華
僑華人」と一括りにすることが多い。
具体的に日本の華僑華人について見て行こう。目下、入手できる法務省の最新

の在留外国人統計報告によると、2017年6月末現在、日本における在留外国人は
2，471，458人である。各国籍・地域のなかでも中国が最も多くその数は711，486人
である。また、台湾が54，358人となっている。つまり、在日華僑は765，844人と
4 これらはあくまでも学術的な定義であり、当事者が実際こうした用語の区別をしているとは
限らない。
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いう計算になる。この数には、すでに日本国籍を取得した華人や日中国際結婚の
もと日本で生まれ日本国籍を有していながら中国系の血をひく子は含まれていな
い。よって、現在、在日華僑華人人口は少なく見積もっても80万人を超えると推
測される。まさに、華僑華人は日本における最大のエスニック・コミュニティで
ある。

1．2 老華僑・新華僑5

日本に在住している華僑華人は、歴史的な背景や特徴から二つのグループに分
けることができる6。
第一のグループは、1970年代以前に来日した「老華僑」である。老華僑は戦前

より何世代にもわたり日本に定住しており、生活基盤はもっぱら日本にある。か
つては帰化する人が少なかったが、近年は日本人との通婚なども増え、日本国籍
を取得している人が増加している。中国籍のまま日本に在住する老華僑は在日中
国人人口の約1割と推算され、その多くが永住者である。そして、老華僑は中華
街など古くからのコミュニティに居住していることが多い。
第二のグループは、1980年代以降、主に留学や就学を目的として来日し、その

後日本で職を得て定住している「新華僑」である。このグループのなかには第二
次世界大戦における中国残留日本人の親族や子弟として来日した人も一部含まれ
る。留学を目的に来日した場合、大学院まで進学し高学歴を修了している者も多
い。

1．3 仕事・集住地・ネットワーク
仕事や集住地、ネットワークのあり方において、老華僑・新華僑の間では、そ

れぞれに特色がある。
老華僑は長崎、神戸、横浜など旧開港場に集住し、中華料理など伝統的なエス

ニック産業に従事しコミュニティを形成してきた。1899年の居留地撤廃・内地雑
居令施行に伴い、安価な中国人労働者の増加により日本人の失業率が増えるのを
避けるため事実上の職業制限が設けられた。この結果、中国人の職業は「三把刀
（サンパトウ、理髪・洋裁・料理に使う3つの刃物）」などの職業に偏ることと

5 莫邦富『新華僑－世界経済を席捲きするチャイナ・ドラゴン』中公文庫、2000。譚璐美・劉
傑『新華僑 老華僑－変容する日本の中国人社会』文芸春秋、2008。廖赤陽主編『跨越彊界：
留学生与新華僑』中国社会科学文献出版社、2015。
6 あくまでも、現時点で二つに分けた場合である。1980年代以前は、戦前から来日した人を「老
華僑」、戦後来日した人を「新華僑」と呼んでいた。しかし、1980年以降は、1980年を境に、
それ以前を「老華僑」、1980年以降を「新華僑」と呼んでいる。
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なった。これは現在、老華僑が中華街に集住し中華料理店を営む背景となってい
る。
これに対し、新華僑は居住地、職業、生活レベルなどが極めて多様である。大

学や大学院を経た高学歴者の人たちは、研究者や大学の教員、またはハイテク産
業の企業家、サラリーマンとして働いている。他方、調理師や芸術家など特別な
技能を持つ人、そして工場で働く人など多分野に渡っている。大学で教鞭をとっ
ている新華僑によって日本華人教授会議と称する団体が結成されている。また、
日本の企業に勤めている者もいれば、起業している新華僑も多々みられる。ビジ
ネス分野も老華僑が飲食業や貿易を主にしているのに比べ、新華僑は、医療や IT
企業、映画やマスコミ産業など多岐にわたる。前にも触れたように老華僑は中華
街などコミュニティに集中していた傾向が強いが、新華僑の場合、東京近郊など
都心に集中しているケースが多くみられる。中華街などの老華僑のコミュニティ
に参入している新華僑もおり、その場合、中華料理など飲食業に関連した商売や
華僑華人にサービスを提供する貿易や旅行業などのビジネスに従事する者が多い。
近年、東京の江戸川区や池袋には新華僑が集住している。池袋駅北口を出ると街
では中国語が飛び交い、そこは「池チャ（池袋チャイナタウン）」と呼ばれてい
る7。横浜や長崎などのような観光地化され装飾された中華街とは違い、「池チャ」
は新華僑が主な消費者であり雑多で独特な雰囲気がある。
同じ出身地、職業の華僑華人たちは互助と親睦の精神のもと、同郷会や同業団

体を組織した。移住当初から、広東人たちによる「広東会館」や浙江、江蘇、江
西の人たちによる「三江公所」、福建人による「福建会館」などが設立された。
戦後は、日本各地に華僑総会が設けられ、文化伝承、教育事業、日中友好事業、
他国の華僑華人との連携など多くの社会活動を行ってきた。これらの上位団体で
ある中華會館は、関帝廟や中国人墓地など華僑華人共有の財産を管理している。
なお、横浜中華會舘は、1867年当初「清国人会議所」という名称で設立され（の
ちに中華会館と改名）、今年（2017年）は設立150周年という大きな節目の年であ
る。
新華僑は、老華僑が作ってきた上記の団体に参入することは少なく、独自で新

たに組織を結成していることが多い。新華僑の場合、中国留日同学会、日本華人
教授会議など、より専門性の高い組織が増えているのが特徴である。また、中国
本土との連携を意識した組織も多い。横浜に関していえば、後に触れる福建経済
文化促進会に参加している新華僑も多くみられる。

7 山下清海『池袋チャイナタウン－都内最大の新華僑の実像に迫る』洋泉社、2010。
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図1．横浜開港時の港と買弁（1859年）

注：横浜開港資料館所蔵。

2．長崎・横浜と華僑華人

2．1 長崎新地・横浜中華街と華僑華人の歩み
華僑華人の日本への移住は16世紀までさかのぼることができる。長崎の華商貿

易については、史料を綿密に分析した先行研究がある8。これらの研究に基づく
と、当初、日本と中国間の貿易は長崎一港のみに限られ、長崎は貿易港としてオ
ランダ人など外国人にも開かれていた。その頃より、盛んになった唐船貿易によっ
て、華商が長崎に住み着いたと見られている。長崎には、主に福建や三江の貿易
商が集まった。しかし、徳川幕府のもと鎖国政策が実施されると、出島に唐人屋
敷（1689～1870）が設置され、新規の中国人の流入は厳しく制限された。
その後、日米通商条約にともない、長崎のみならず、神戸、横浜、新潟、函館

など5つの港が欧米貿易商に開かれた。日本の開港と同時に訪れた欧米の貿易商
にともなって、中国人の多くは欧米商人と日本人の間の商取引を仲介する「買弁」
としてやってきた。上海や広州など国際貿易港ですでに欧米人と商売をしていた
中国人は、日本人とは漢字による筆談で意思疎通できたためである。こうして早
期に来日した中国人は、主に広東、上海、福建など沿岸部からの者が多かった。

現在の長崎新地中華街は、かつて唐人貿易の倉庫であったが、開港にともない
1868年より中国人居留地となり、長崎華僑の経済活動の拠点となった。長崎は、
地理的・歴史的な要因もあり福建省からの華僑華人が多く定住した。長崎では、
戦後、日本人と華僑華人の雑居や通婚が進み、居留地として文化的な特徴は横浜・
神戸などに比べ希薄となっていった。
8 廖赤陽『長崎華商と東アジア貿易網の形成』汲古書院、2000。朱徳蘭『長崎華商貿易の史的
研究』芙蓉書房出版、1997。王維『素顔の中華街』洋泉社、2003。
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一方、横浜について見てみよう。開港当初、欧米商社が日本人との交易の仲買
人として上海や広東からの買弁を同行させた。交易の拡大にともなって中国人は
増加し、居留地には関帝をまつる廟や劇場など、華僑が集う場ができた。それが
現在の横浜中華街の原型となった。船の航路の関係からか、横浜に着く船は広東
出身者が多かった。先に渡航した親戚や同郷を訪ね、来日する人は続いた。
戦前の華僑華人たちは、出身地によって従事する職にも特色があった。広東系

は買弁や西洋料理人、上海系はピアノ調律師やテーラー、揚州系は理髪業、福建
系は貿易商、行商（呉服商）に従事する者が多かった。特に福建系は、行商に従
事していたため各地に散らばっていた。福建系の人が横浜にもいたことは確認さ
れるが、かつて横浜は広東系が多く、福建系は行商に従事していたものが多いた
め長崎から広島、神戸などを行商し、横浜に来たあとも留まらずさらに北上した
と推測される。また、横浜に関しては関東大震災、日中戦争の混乱のなかで国に
帰った者も少なくない。
戦後、国交のない中国本土からの人の流れは一時途絶えた。むしろ台湾や香港

から来日する人たちが在日華僑の主体をなし、人口はおおむね4－5万人程度を
維持していた。当時は中国から台湾に渡った外省人が留学生として来日すること
も多くみられた。その後、1972年日中国交正常化、中国の改革開放、日本の留学
生受け入れ10万人計画などを機に、中国各地より来日する中国人が急激に増加し
た。はじめは、北京や上海出身者が多かったが、その後は中国各地より多数来日
した。留学や就学生として来日する人が多く、首都圏へ集中する傾向が見られた。
また、この時期、中国残留日本人帰国者も多くいた。1980年代以降、横浜中華街
では特に福建省出身者が急増した。横浜や川崎などの大学や専門学校で学びなが
ら中華街でバイトをするという若者が多かった。近年は、そうした新華僑たちが、
また中華街に新しい活力や息吹を吹き込んでいる。
街の誕生から今日の繁栄に至るまで華僑華人たちが辿った道のりは、決して平

坦なものではなかった。中華街とそこに暮す人々は、関東大震災、日中戦争、日
中関係の変動などを経験し、また日本の経済力や世相の変化にもまれながら歩ん
できた。

2．2 中華街はなぜ中華料理がひしめく街になったのか？
横浜中華街は500メートル四方の町に550ほどの店舗が軒を列ねており、そのう

ち約半数が中華料理店である。料理店以外でも、中華食材を扱っている店舗が多
く、店先で肉まんなどを蒸して売っている店舗も多い。また、道路のあちこちに
「天津甘栗」を売る人も多く、来街者が「中華料理のテーマパーク」と感じるの
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も当たり前といえる。横浜に関していえば、最近はさらに占いの館や食べ放題も
増えた。
現在のように、街が中華料理一色の観光地となったのは、実はそう古いことで

はない。私は、横浜中華街で生まれ育ったが、かつては八百屋や肉屋、薬局やク
リーニング店、蕎麦屋やとんかつ屋など地元の人の生活に密着する店舗があった。
中華街といえども、1970－80年代当時、街に暮らす6000人の約半数が華僑華人で、
その他の半分が日本人や朝鮮人などであった。幼いころの記憶では、朝鮮人の人
たちも多く暮らしており、現在の市場通りの反対側は「朝鮮人街」と呼ばれてい
た。キムチや香辛料など韓国食材が売られ、また山下公園まで台車をひいてアイ
スクリームを売りにいくオムニたちを見かけることも多かった。子供たちは、国
籍や出自にかかわらず、中華街の一角にある山下町公園で、缶けりや鬼ごっこな
どをして遊んだものだった。街には人々の生活がにじみ出ていた。ちなみに、山
下町公園は、まだ居留地があった頃、会芳楼という劇場があり、そこは居留地の
人々の娯楽の場だったそうだ。その後、跡地に清国領事館が建てられていた。領
事館は、関東大震災で倒壊し、戦後、跡地は山下町公園として地元の子が遊び、
夏には盆踊りやのど自慢大会などを開催する場となった。2000年、歴史にちなん
で会芳亭という中国風の東屋を建ててからは、地元の人よりも、むしろ、観光客
の憩いの場となっている。
観光地としての色彩が色濃くなる1980年代後半ごろまでは、街に住む華僑華人

たちが中華料理店を営み、日本人がそのネタとなる肉や魚、野菜、酒、食器など
を提供するという分業が行われていた。しかし、日本はバブル経済に伴ってグル
メブームとなり、横浜中華街がメディアでしばしば紹介されるようになると、街
はいっきに「中華料理のテーマパーク」としてのイメージが強くなっていった。
その後、肉屋が豚まん屋に、魚屋が中華海鮮料理店に転身するなど、日本人が経
営していた店が、軒並み「中華色」を打ち出した商売に変わっていったのである。
街に食材を卸すよりも観光客向けの商売に転向するほうが、利益率が高いので当
然といえば当然である。こうして、中華街に暮らす日本人が、「中華街ブランド」
を利用し、かつ自分の「アイデンティティ」とすることによって、チャイナタウ
ンの「中華色」がいっそう濃くなるという、言葉をかえれば、日本人によって強
化される中華街のイメージという興味深い現象がおきている。
しかし、「中華料理のテーマパーク」に至った原因はこれだけではない。実は、

それよりも深い根があることを見落とすことができない。それは、日本の対中国
人政策ともいえる歴史に見ることができる。
すでに触れたように、開港当初、外国人の生活、商業活動は居留地内に限られ
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ていた。いまでは、同じマンション内やとなりに外国人が住んでいることは、珍
しいことではなくなってきたが、一世紀前の日本では、日本人が住む「内地」を
外国人にも開放するか否かは大きな議論を呼ぶ問題であった。なかでも、隣国で
あり、廉価な労働力を提供する中国人の内地雑居を許可するか否かという問題は
論争の焦点となった。
1899年、欧米諸国との改正条約により外国人居留地が撤廃され、外国人が日本
人と同じように、どこにでも生活し、商業活動を行うことができる「内地雑居」
が実現する。その際、「勅令三五二号」が内地雑居する外国人の管理規則として
公布された。文面上では明らかに記してはいないが、これは事実上、中国人を対
象としたものと見られている9。この勅令は、中国人の旧居留地以外での居住や
経済活動を制限し、また中国からの未熟練労働者の流入を困難にした。これによ
り、日本に進出する中国人は、貿易商か「三把刀（洋裁の鋏、コックの包丁、理
髪師の剃刀）」の職業に就くという特徴が生み出されたのであった。
このように、日本において職業制限がされていた中国人たちは、限られていた

選択肢のなかで生活を営む方法を模索せねばならなかった。また、関東大震災や
日中戦争などにより、貿易商は商売を続けていくことが困難となった。そのため、
貿易商たちの中には職業替えをし、コックとして修業をして料理店を始める者が
多かった。
「三把刀」の職業である、テーラー、理髪師、料理人の職業を比較すれば容易

に想像することができるだろうが、洋服を仕立てるのは年に数着、そして髪を切
るのも月に一回程度、しかし食事は一日に三食と、食は人々の生活において最も
需要が高い。もちろん、毎日外食をするわけではないので、一日三食というのは
言い過ぎであろうが、職業を選ぶ側の立場に立って見ても、飲食業は、理髪やテー
ラーに比べ身近であった。しかも飲食業は、商売をしながら子供の食事の面倒を
見ることができた、また、子供達も皿洗いなど家業の手伝いをすることは他の職
業にくらべ容易であった。移民は家族経営を始めることが多いが、職業選びにも
こうした点が考慮されているのだろう。また、既製服が大量生産されるようにな
ると、テーラーから転職し、中華料理に従事する華僑華人がますます増えていっ
た。

2．3 中華街復興のための街づくり
消費者のほとんどが居住国のマジョリティ、つまり日本人であることのほか、

9 許淑眞「日本の華人社会の歴史的特色」山下清海編著『華人社会がわかる本』、明石書店、
2005、70‐76頁。
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治安がよく安全であることも他国のチャイナタウンには稀にみる特徴である。世
界のチャイナタウンは、しばしば駅や歓楽街の近くにあり安全でないことが多い。
私がしばらく住んでいたアメリカでも、チャイナタウンと言うと、夜は近寄れな
いというイメージを持たれることが多い。日本の場合、そうした危険なイメージ
に対して、子どもをつれて家族で安心して出かけられ、またデートで食事をする
際に利用されることも多い。しかし、日本の中華街が、つねに安全で健全なイメー
ジであったかというと、そうでもないのが事実だ。
戦後、中華街は日本の他の地域と同様、廃虚と化した。その後、中華街には、

米軍や船員など西洋人を対象とした「外人バー」が立ち並ぶようになった。夕方
になると、ネオンが付き店先の赤いビロードのカーテン越しに、妖艶な女性が座っ
ている光景はまだ記憶に残っている。1970年代ごろまでは、日本各地の中華街も
他国と同じように、夜は危険な雰囲気が漂っていた。
しかし1980年代になると、日本の各中華街では街づくりに着手し、街のイメー

ジ刷新に力を入れたのである。横浜では横浜中華街発展会協同組合、神戸では神
戸南京町商店街振興組合、長崎では新地中華街振興組合などが結成された。こう
した組織は、いわゆる街の振興組合であり、メンバーは華僑華人に限られていな
い。華僑華人コミュニティは通常、三縁関係、つまり、同郷、同姓、同業をもと
にした組織が多いのだが、日本では華僑華人人口が少なかったこと、そしてコミュ
ニティが日本人の消費者を対象にしていたことなどから、華僑華人の間での親睦
団体はせいぜい同郷会ぐらいで、あとは中華街の街づくりと発展を中心課題とし
ている上述のような組織が、むしろ求心力を持つようになるのであった。中華街
で店を経営している人、かつ、中華街の発展と振興を願うものであれば、華僑華
人か否かを問わず参加することができるのである。
こうした組織を中心に、街の道路や地図、各種モニュメントの整備・構築を行っ

た。またそれだけではなく、店の業種や営業内容なども規制し、街全体の雰囲気
づくりにも気をつかった。横浜を例に挙げると、街に立ち並んでいた「外人バー」
は一掃された。また、道路幅を広くし、牌楼の門を設置するなどを通し、安全で
しかも中国情緒が漂う街となった。

2．4 再生産される文化とバイタリティ
街の景観だけではなく、中華街では、中国の伝統文化の復興にも力が入れられ

た。
日本の中華街を担う老華僑は世代交代し日本生まれの人が増えている。また、

日本人との通婚が進んでおり、日本社会に同化している傾向が強い。年中行事は
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新暦と旧暦を混用しているが、仕事や休日の関係もあり、旧暦の祭日には、なか
なか家族で集まることができないため、正月などは新暦に則して祝うのが主とな
り、旧暦の新年を祝う在日華人家庭は稀であった。しかし、最近は中華街の振興
をはかる目的で、すでに廃れていた伝統行事が新たにイベントとして企画され、
文化が再生産されているのが目立つ。
たとえば、旧暦に合わせ横浜では1986年、神戸は1987年から春節祭を、長崎は

1987年から灯籠祭（1994年よりランタンフェスティバルと改名）を開催するよう
になった。これらの祭りの日程は、いずれも新暦の1月から2月頃にあたる。日
本では気候が寒く客足が少なくなる閑散期と重なるが、中国色が薄れていた長崎
や神戸の中華街では特にこうしたイベントが「町おこし」につながった。そして
今では、すっかり街のメインイベントとなっている。ちなみに、長崎の場合、当
初、祭りは中華街で商店を営む人たち（老華僑3世と日本人が主体）が集まって
「町おこし」のために始めたものであった。中華街といえども、すっかり中国色
を失ってしまった町に、新しい息吹を吹き込むため林照雄（長崎の老華僑3世）
が香港や台湾へ見学に行き、目についた美しい灯籠からアイディアを得た。中国
から灯籠を400程注文し、町の十字路に飾り、獅子舞や子供たちによる民族衣装
パレードを行ったのが始まりだった。当初は、ささやかだった祭りも、華僑か日
本人かを問わず街の人が一体となり、「自分たちの祭り」として育てあげていく
ことによって、地域の発展につながっていった。ささやかであった灯籠祭は発展
し、中華街の祭りから、1994年には長崎市の祭りとされ、市の観光課からの資金
や人員も投じられるようになった。そして、名前もランタンフェスティバルと改
名された。当初、旧正月の一日から三日までと3日間のみ行われていた祭りは、
今では3週間に拡大され、そしてイベント内容ももり沢山である。今では、すっ
かり、長崎の一大風物詩となっている10。
このほかにも、関帝誕や媽祖祭などが行われているが、中華街は、旧暦にちな

んだ中国の伝統的な祭日を、街のイベントとして祝い、また街の外部の人も積極
的に動員するようになった。街には常に広告宣伝のポスターが貼られ、一年間通
してイベント満載でにぎやか雰囲気が観光客の誘致にも繋がっている。また、文
化の再生産のみならず、新世代の華僑華人にとっては伝統文化の吸収、アイデン
ティティの確認にもなっており、街の次世代のマンパワー育成にも繋がっている。

102017年11月19日、長崎で行われた世界華僑華人学会における林照雄氏の講演より。
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2．5 ハードを整備する老華僑とソフトを注入する新華僑
1980年代以降、中国の改革開放にともない多くの中国人が来日した。彼らは、
それまで日本に数十年暮らしてきた老華僑と区別し、新華僑と呼ばれている
老華僑の多くは、2世3世が主となり、日本社会に同化・順応している人も少

なくない。一方、新華僑は依然として中国的な思考様式が強く、また移民一世の
特徴であるハングリー精神も旺盛である。
老華僑は、これまで培ってきた信用、資金力、そして日本社会との関係により、

中華街のハード面の整備をしてきた。たとえば、道路の舗装や街燈の設置、牌楼
の建設、媽祖廟（天后宮）の建設などが良い例である。特に、横浜は、中華街の
シンボルともいえる牌楼に力を入れた。当初、東西南北および善隣門の合計5基
あった門をすべて新しく作りつくり変え、さらに駅前や観光地化にともなって人
の流れが増えた通りなどにも新設し、現在では合計10基ある。ただ数を増やした
だけではなく、より本物志向な門となった。本物志向とは、門の色や彫刻、名称
など、いずれも中国の風水思想に基づいた守護神獣などを用いており、これまで
あった牌楼と比べ、より凝ったつくりになっているのだ。街づくりを手がけてき
た横浜中華街発展会協同組合の元理事長林兼正氏11は、かつての赤い柱に緑の瓦
の門を振り返っていう「かつて1世がいた頃は、街では中国の方言が飛び交い、
また、1世はなまった日本語で話すため、中華街独特の雰囲気があった。しかし、
2世3世が主体となった現在の中華街は、日本人と同じような日本語を話し、か
つてのような雰囲気はない。だからこそ、ハード面に力を入れ中国の伝統や思想
などを取り入れた本物志向のものを作らなければならないのだ」。
また、近年増えている新華僑の参入については、ごみの出し方や商習慣の違い

など細かい問題はあるにせよ、中華街が失いつつある老華僑1世の独特な雰囲気
やハングリー精神を新たに吹き込んでいるという意味でも、とても喜ばしいこと
である。実際、新華僑が増えたことによって、街はじわじわと拡大しており、ま
た、新たな活気が沸き起こっている。中華街は規模の問題や地理的な要因もあり、
参入している新華僑は中華料理に従事するものや中国の書道家や彫刻家、中国物
産を販売している人々などが多い。地域としては福建出身者が急増し、また東北
出身者も2000年に入り急増した。
一方で、エスニック・コミュニティに属さず日本社会に溶け込んでがんばって

いる新華僑も多い。横浜中華街で行われるイベントなどでは、しばしばイベント
会社が参入し、中国の曲芸や京劇、音楽などを提供している。そんなイベント会

112006年2月、横浜にてインタビュー。
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社に所属している新華僑たちは、イベントのために中華街に来るだけだが、街に
とっては重要な人材であり、多くの華を添えているのは確かである。また、企業
家として、そして研究者として大学で活躍している新華僑も多い。また、物理的
には離れていても、東京や他の地域で急激に増加した新華僑たちが発行している
新聞などは、横浜中華街でも読まれており、新老華僑の間で情報が共有されてい
る。

3．横浜中華街の変遷

3．1 「横浜中華街街道指南」1996年～2017年各年版の比較から
横浜中華街の観光地化が急速に進んだことは前にも触れた。観光地化にともな

い、来街者がより心地よく、楽しく、便利に観光できるように、来街者に向けさ
まざまなサービスを提供するようになった。その一つとして、横浜中華街発展会
協同組合による「横浜中華街街道指南（通称：中華街マップ）」の発行がある。
中華街マップは1996年より発行されるようになった。この度、横浜発展会協同組
合のご厚意により歴代のマップを収集することができた。それを系統立てて比較
検証を行い、マップを通し横浜中華街の変容を見てみよう。

（1）横浜中華街マップのサイズと内容
まず、最初に横浜中華街マップが発行された際のサイズは、広げると幅30セン

チ×縦40センチである。それを6分の一のサイズ（幅10センチ×縦20センチ）に
折りたたむように設計られている。表裏両面フルカラーで、表面は⑴表紙、⑵店
舗情報（店舗名、電話番号、地図所在）、⑶横浜中華街今昔の物語、⑷裏表紙と
して中華街憲章と交通、発行者、などの情報が記載されている。（写真1を参照）
裏面には⑴横浜中華街の見どころとして関帝廟、牌楼、年間行事の案内、⑵中華
街近隣のホテルと駐車場に関する情報、⑶中華街の地図が掲載されている。（写
真2を参照）
1996年版と1997年版は同じサイズとレイアウトであったが、1998年版の地図は、
広げると幅42．5×縦40と拡大した。記載されている内容は表に⑴表紙、⑵店舗情
報、⑶横濱中華街へのアクセスガイド、⑷裏表紙として中華街憲章と発行者の情
報がある（写真3を参照）。裏面には⑴地図、⑵四季の行事などが掲載されてい
る。（写真4を参照）
1998年版より2002年版までは基本的に同じサイズであったが、2003年版からは
広げると幅60センチ×縦40センチとなり、当初の倍の大きさとなった。サイズが
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写真1．「横浜中華街街道指南」1996年版表面

写真2．「横浜中華街街道指南」1996年版裏面
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写真3．「横浜中華街街道指南」1998年版表面

写真4．「横浜中華街街道指南」1998年版裏面
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写真5．「横浜中華街街道指南」2016年版表面

写真6．「横浜中華街街道指南」2016年版裏面
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変わったことにともない、レイアウトや記載されている情報も利用者にわかりや
すいように年々改善されている。掲載されている内容は、基本的に変わらないが、
アクセスや行事、廟の案内など内容はより充実し、視やすさも増している。横浜
中華街のオフィシャルサイトなどウェブ情報も2013年版より記載されるようにな
り、より使いマップとなっている。（写真5、写真6を参照）

（2）地図の言語
なお、2002年に日韓FIFAワールドカップが開催された際は、韓国からの観

光客が増加するであろうことから、その年のみ韓国語版のマップが発行された。
また、2015年より、日本への観光客のインバウンドに呼応し、英語版マップも作
成するようになった。また、同年より、地図の右横に協賛社（スポンサー）の広
告欄が大きく掲載されるようになった（写真6を参照）。それに代わりに、それ
まで同じところに記載されていた横浜中華街へのアクセス情報は、マップ下の方
に移動した。関係者によると、2015年版より広告欄を増やした理由は、英語版マッ
プ作製に際し、増加した経費を賄うためにとった対策とのことである12。

（3）横濱中華街の店舗の変容
マップの裏側には、店舗に関する情報がリスト化されている。リストには各店

舗の名称や電話番号、地図の位置などが記載されている。店舗情報のカテゴリー
も毎年のマップを比較していくと、少しずつ変化しているのがわかる。
まずは、中華料理以外の店舗や会社、組織に関するカテゴリーについて見てみ

よう。1998年版まで、中華料理が地域別で記されていた以外にカテゴリーとして
①菓子・土産②衣料・雑貨・工芸③中華食品・中国茶④生鮮食品⑤レストラン・
バー⑥和食・喫茶⑦その他⑧ホテル⑨駐車場に分けていた。なお、変化が見られ
るのは、2010年まで「その他」に分類されていた占いの店舗が2011年からは一つ
のカテゴリーとして独立したことである。また、同じくマッサージの店舗も2012
年より「リラクゼーション」としてカテゴライズされた。ほかにも、2012年より
「観光・エンターテイメント・廟」が一つのカテゴリーとして独立し、より観光
客に利用しやすい配慮が加えられ、観光地化が進んでいるのがわかる。

なお、中華街マップができた1996年当初、中華料理については、①廣東料理②

12 韓国語版の発行は2002年のみである。英語版は2015年から現在まで続いている。マップの作
製や英訳には際しては、共同組合メンバーが多く尽力している。横浜中華街発展会協同組合の
事務局員のインタビューより（2017年12月13日実施）。
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北京料理③上海料理④四川料理⑤台湾料理⑥海鮮料理⑦飲茶と粥、そして⑧湖南
料理、華南料理、山東料理とジャンルごとに分類されていた（写真1参照）。し
かし、1998年版以降は、中華料理で一つのカテゴリーにまとめられ、むしろ、店
舗情報の横に凡例として広東料理なら（広）、北京料理なら（北）、台湾料理なら

表1 「横浜中華街街道指南」に掲載されている店舗のリスト
1996 2003 2016

中華料理 廣東 75 廣東 85 廣東 68
上海 21 上海 26 上海 31
北京 13 北京 14 北京 15
四川 9 四川 18 四川 27
飲茶・粥 6 点心 15 点心 21
台湾 4 台湾 3 台湾 7
海鮮 4 海鮮 7 海鮮 3
華南 1 粥 7 粥 5
山東 1 福建（1998年より新設） 5 福建 8
湖南 1 薬膳 3 家庭 4

湖南 1 東北 3
山東 1 薬膳 2

フカヒレ 2
創作 1
火鍋 1

組合中華料理店舗数 135 144 136
菓子・土産 20 29 24
衣料・雑貨・工芸 33 45 40
中華食品・中国茶 23 27 19
生鮮食品 5 10 6
レストラン・バー・
カラオケ 11 16 2008年より和食はレストラン・バー・カラオケと一緒に 12

和食 5 3 2008年より和食はレストラン・バー・カラオケと一緒に ―

喫茶 3 7 11
麺 ― 2 ―
ホテル 7 4 6
駐車場 7 5 5

占い ― ― 2011年より新カテゴリー設置、以
前は「その他」 10

リラクゼーション ― ― 2012年より新カテゴリー設置、以
前は「その他」 9

観光・エンターテ
イメント・廟 ― ― 2012年より新カテゴリー設置、以

前は「その他」 9

その他 47 51 39
すべて 合計 296 340 326
注：各年版中華街マップに掲載されている店舗リストより、筆者が算出・整理。
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（台）などとマークが付けられるようになった（写真4参照）。
中華街マップのサイズと内容が変更された年（1996年、2003年、2016年）を選

び、店舗情報について比較・整理し表にしてみた（表1参照）。横浜中華街は広
東系老華僑が多かったことから、広東料理店が最も多いのが表1からも明らかで
あろう。なお、ここに挙げられている店舗は、あくまでも横浜中華街発展会協同
組合の組合員の店舗であり、組合に加盟していない店舗はリストに入っていない。
1996年は合計296店舗、2003年は340店舗、そして2016年は326店舗となっている。
そのうち、料理店は1996年に135店舗、2003年は144店舗、そして2016年は136店
舗となっている。なお、一つの店舗で複数のジャンルの料理を提供していること
があり、それもカウントに入れている。
ここで指摘したいのは、近年、横浜中華街で提供しているジャンル数が増えて

いることである。四川料理や点心、フカヒレ料理などが増えたのは、それらが流
行っているのが原因である。ほかに、ジャンルとして福建料理、東北料理などが
増えているが、これらの地方出身の新華僑が増えたのが原因である。また、リス
トには入っていないが、近年は、食べ放題を提供する店舗が特に増えている。
また、リストからもわかるように、2011年より占い店、そして2012年よりリラ

クゼーションや観光・エンターテイメントなどの店舗が増えた。これらは、大き
な老舗の広東料理の店舗が、観光客向けのエンターテイメントの店舗に変わって
いるケースが多くみられる。その場合、経営者は華僑ではなく日本企業が参入し
ている。
その一例として、広東系の老舗「安楽園」が130年の経営を終え、現在は娯楽

施設に変わっているケースがあげられる。広東系老華僑によって長年経営されて
きた中華料理の老舗・安楽園は後継者問題もあり、2011年店を閉じた。そこに参
入してきたのは日本企業Oval である。Oval は2013年3月、中華街の中心に横浜
博覧会という観光客向けのエンターテイメント施設をオープンした。その数年前
にもOval はのちに触れる老華僑が経営していた陽華楼を買収し、横浜大世界と
いう娯楽施設を始めた。こうした例にみられるように、中華街は、かつて華僑華
人のコミュニティというイメージであったが、観光地化にともなって、中華街ブ
ランドを利用した日本企業も参入していることが分かる。

長崎大学 多文化社会研究 Vol.4 2018

210



写真8：新しくオープンしたエン
ターテイメント施設

写真7：130年の経営を終えた廣東系老舗「安
楽園」

筆者撮影

4．個人史から見る福建系ネットワーク

横浜中華街で長年生活しビジネスを営んでいる人々への聞き取り調査を行っ
た13。そのなかで、近年横浜中華街は、福建系新華僑が多数増え、ビジネス面で
も福建系新華僑の資本が急成長していることが多々触れられた。ここでは、個人
史に注目し、なぜ福建系新華僑が増えているのか、それにともなって横浜中華街
がどう変容しているのかについて触れたい。

4．1 福建系の行商（呉服商）－長崎から横浜へ
はじめにも触れたように、当初、横浜華僑華人は広東系や上海系が多く、一方、

長崎や神戸は福建系が多かった。広東系は買弁、上海系はテーラー、福建系は行
商（呉服商）をしていた人たちが多かった。行商をしていた福建系は日本各地に
分散していた。長崎から横浜に漂着する人もいたが、そのまま横浜に留まる者は
多くはなく、東京や千葉などさらに北上する人たちが多かったそうだ14。聞き取
り調査によると、東京に拠点を置いていた福建（福清人）は、陳禮桂や薛本貴、
一方、横浜の福建系華僑としては薛來宏（陽華楼の元経営者）、魏倫慶（明揚の

132017年11月、12月複数回にわたり、横浜中華街において複数の人々にインタビューを行った。
14 同上。
15 同上。
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元経営者）などが知られている15。もともとは長崎に拠点を持っていた福建人が
進学や就職・事業展開を機に横浜に移住したというケースもいくつかあり、例え
ば、横浜中華街で中国食材や雑貨の貿易を展開している任政光はもともと長崎華
僑であった。
なお、薛來宏は横浜華僑総会の元会長であり、陽華楼という5階建ての大型中

華料理店を経営していた。まさに横浜華僑華人社会のリーダー的存在であった。
1950年代から1980年代頃まで、薛氏は横浜華僑総会の会長のみならず横浜中華学
院の理事など、横浜華人コミュニティでさまざまな役職に就き華僑社会に貢献し
た。特に1980年代、彼は多くの福建（福清）人が来日する際、保証人を買って出
たことで知られている。当時、来日する外国人は保証人がいなければならなかっ
た。薛來宏は数十人もの同郷の保証人となり、経済的にも援助をした。当時、留
学生や就学生として来日する人が多く、日本語学校や大学で学ぶ傍ら、夕方や週
末は中華街でアルバイトをする中国人留学生が多かった。その際、薛來宏は自分
が経営する店でアルバイトとして雇うことも多かった。また、料理人も沢山育て
たことでも知られている。
1980年代は、ちょうど日本のバブル期と重なっており、学生たちはアルバイト
で月に20万も30万も稼ぐことができたそうだ。彼らは貯めたお金を学費に充てる
ほか、故郷にいる家族や親戚たちにも送金した。その結果、故郷にいる家族や親
戚たちは、日本に憧れを抱く者が増え、福建からさらに来日するという連鎖移民
（チェーンマイグレーション）が起こった。その結果、横浜中華街は続々と福建
系新華僑が流入・定住するようになったのである。それによって、街で飛び交う
言葉もかつては広東語が多かったが、近年は福建語が増えている。以下では、横
浜に定住した福建系新華僑の個人史について具体的な事例を見てみたい。

4．2 華僑華人の個人史から―横浜中華街で勢力を増す、福建系新華僑
まずは1つ目のケースとして慶福楼を経営する高谷さん（中国名薛さん）のケー

スを見てみたい。高谷さんは、戦前、福建省高山鎮薛港村へ渡った日本人の子（当
時9歳）の末裔である。高谷さん一家は日本政府が実施した中国残留日本人の帰
国事業の際、日本政府に受け入れられ1981年横浜に移住することとなった。当初、
日本語ができなかった高谷さんは、同じ福建省出身の薛來宏に保証人になっても
らった。来日した頃を振り返り、「移住当初、薛社長には本当にいろいろとお世
話になった」と語っている16。高山さんは、横浜に居を構えた後、家族26人で新

16 村上令一『横浜中華街的華僑伝』1997。
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しい生活をスタートさせた。のちに、福建通の角で慶福楼を開店し、高谷さん家
族は必至で日本語を習得し、家族総出で昼夜働いた。中華街は当時早く閉店する
店が多かったが、慶福楼は深夜まで営業する中華料理店として多くの客を引き寄
せた。のちに、息子たちが店を継ぎ、今では子どもたちがいくつもの店舗（慶福
楼、清香園など）を営み、福建料理を提供している。

次に、福満園の陳さん（帰化し日本名山田さん）について見てみたい。現在50
代となる陳さんは福建省高山鎮の出身である。1980年代、留学生として来日し、
勉強をする傍ら横浜中華街でアルバイトをした。長年働いたアルバイト先の店主
に認められ、仕事も任されることが増えた。やがて店主の娘と結婚することにな
り、陳さんは福満園の事業をどんどん拡大していった。福満園は横浜中華街では
あまりなかった福建料理を提供し、現在、横浜中華街だけでもいくつもの店舗を
有し、一角だけで4軒も経営しているほどだ。特に今年（2017年）は、中華街の
入り口にあたる善隣門前にあった広東料理の老舗大珍楼（本店）が閉店したビル
で、あらたに四川料理「錦里」をオープンした。「錦里」では四川省で有名な変
面のショーを提供するなど、観光客を意識した経営をしている。
なお、福満園本店が入っているビルの2階には「日本福建経済文化促進会横浜

分会」の看板が掲げられている（写真9、10）。日本福建経済文化促進会横浜分
会は、2012年に福建系新華僑の若手起業家が設立した組織であり、まさに海外華
僑華人、なかでも特に福建系の商人のネットワーク組織である。陳氏はその横浜
分会の発起人の一人であり、会長を務めた際、事務所を本店と同じビルに設置し
た。
陳氏は横浜中華街で名を轟かせているだけではない。故郷でも有名である。彼

は1980年代留学生として来日後、裸一貫からコツコツと積み上げてきた。2000年
代のはじめ頃、故郷に錦を飾った。彼は両親のために福建省高山鎮で高層の家を
建てた。それが村で初めてのエレベーター付きのビルだった。エレベーターを知
らなかった高山鎮の人たちの間では有名となり見物のため陳氏の家を訪れる人も
いたそうだ。それによって海外へ移住することに憧れを抱く若者が増えたのはも
ちろんのことである。陳氏は横浜で基盤を作った後、家族や親族の来日をサポー
トし、村から多くの人たちが横浜に移住した。
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写真9、10：福満園本店と日本福建経済文化促進会横浜分会が入っ
ているビルと看板

筆者撮影

聞き取りを進めていると、上記の店舗以外にも、福建高山鎮出身者が横浜中華
街で起業しているケースは多くみられた。同じように1980年代に、中国残留日本
人として、もしくは留学生として日本に移住し、横浜中華街で仕事をしたことを
きっかけに街に根付いてビジネスを始めるようになっている。そして、これらの
福建系新華僑と呼ばれる人々の多くは、かつて広東系老華僑の店舗を買収し、起
業しているケースが多くみられる。
例えば、現在の金香楼は福建系新華僑が経営している店であるが、広東系老華

僑が経営していた均昌閣を買収したことで知られている。このように、福建系の
人的ネットワークが横浜にも広がり、その結果、横浜中華街では近年、広東系老
華僑から福建系新華僑へ主要勢力が移行しているのがうかがえる。

おわりに

中華街は、今日も多くの観光客でにぎわっている。街はバイタリティにあふれ、
訪れる人を元気にさせる不思議な力がある。しかし、街が歩んできた歴史を振り
返ると、それは決して平坦ではなかったことがわかる。華僑華人は、常に制限さ
れた空間と選択肢のなかで生きる術を模索してきた。
中華街が形成される原型となった外国人居留地。政府による職業制限と管理。

戦争や自然災害による街や生活の破壊。政策の変更にともなうアイデンティティ
の葛藤などもある。本論では触れることができなかったが、祖国や日本の政治に
よって街の人々が翻弄されたこともあった17。例を挙げれば枚挙に暇がないが、
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中華街は幾多の危機と挑戦を乗り越え、現在に至っている。
街の人たちを見ていると、彼らは日々戦っている。そして、危機の機を、機会

の機に変える英知に富んでいる。また、そうした発想の転換と柔軟性を求められ
ているのであろう。それは華僑華人たちが移民として日本で生きていくなかで
培ってきた処世術であるようにも思える。
危機に直面した際、中華街が選んだ道は、薄れつつある中華文化を再生産し、

街の活性化に繋げていくことだった。それは街を繁栄に導き、多くの人たちのア
イデンティティの支えにもなっている。近年では、こうした中華街の観光地化と
老華僑店舗の衰退を見て、新華僑のみならず、華僑華人でない日本企業が中華街
に参入している。
日本における華僑華人コミュニティの近年の変化は、実にめまぐるしく、人の

流動も激しい。長崎から横浜に移動した福建系がいたことも確認することができ
た。特に横浜では、広東系老華僑から福建系新華僑への勢力交代が見られる。ま
た老華僑の世代交代、新華僑の参入のみならず、非華人の日本人の参入も増加し
ている。民族的な背景、文化的な背景、国籍などを分別するのが難しいほど融合
し、多様化している。これまでの歴史を踏まえ、これからの人の移動と交流が新
たにどのような展開をもたらすのか目が離せない。
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